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若者の生活困窮予防
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■ 研究の概要
　十数年にわたり、生活困窮に陥った方々に対応された相談記録をデータ化させていただいた上、
分析を続けてきました。生活困窮に陥った方々の傾向を把握し、それに基づく生活困窮を予防す
る視点を様々な場面で発信してまいりました。
　新型コロナウイルス感染症拡大の中において影響を受けた方々の状況にも特徴がみえました。
年齢、性別により働き方の違いが大きく生活へ影響していることがわかりました。ライフステー
ジを考え、どのようなことに気を付ける必要があるか、次第に明らかになってきています。
　現在、大学で退学予防、退学しなければならない学生の相談に携わっていることもあり、若い
時からの働き方についても研究を深めているところです。
　これらの研究に当たっては、科研基盤研究（Ｃ）２回、（Ｂ）１回（現在進行中）の連続支援を
いただいて進めています。

■ 他の研究／技術との相違点
　生活困窮に陥った方々の相談事例をデータ化、統計的分析を通して、代表的なリスクを性・年
齢・世帯種類等により明らかにし、予防への視点を導いている。

■ 今後の展開、実用化へのイメージ
　退学や退職による若者の生活への影響は大きく、予防の視点を明確にして対応していく必要が
ある。労働力不足少子化問題との関連も大きい。
・生活困窮を防ぐためのサービス開発
・若者や保護者に向けた教育啓発
・産官学連携による新たな働き方構築
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■ 研究者から一言
　社会のあり様が大きく変化する中で、誰しもいつ生活困窮に陥るか予測できない状況です。だ
からこそ、予防に向けた環境づくりは必要です。研究を通して明らかになったことをできるだけ
多くの方に伝えたいと思います。
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